
２０２４年６月３日（月）
紙製容器包装リサイクル推進協議会

容リ法改正対策委員会
２０２３年度活動報告



「自主行動計画２０２５」フォローアップ報告

【 自主行動計画２０２５ 】

・環境に配慮した３Ｒの推進や主体間の連携に資 
 する取り組みの一層の充実を図る

・紙製容器包装リサイクル推進協議会の目標及び
 ２年度目にあたる２０２２年度実績

① リデュースの数値目標（１５％）に対して１６．２％

② 回収率の数値目標（２８％）に対して２２．９％



産業技術環境分科会 資源循環経済小委員会の設置

・廃棄物・リサイクル小委員会を廃止し、資源循環 
 経済小委員会となりました。９月の第１回小委員会

 にて「容器包装リサイクルＷＧ」が設置されて、当
 推進協議会も引き続き委員に就任しました。

・９月２６日の第１回ＷＧにて、「容器包装リサイクル 
 法の再商品化義務量算定係数に係る量、比率等

 について」審議されました。

➢産業構造審議会 産業技術環境分科会



名古屋市が「紙単体紙製容器包装」を容リルートから離脱

・容リルートで全体の約１/３と最大の回収量を占め 
 ていた名古屋市が、２０２３年度より製紙原料向け

 「紙単体紙製容器包装」を、紙小物との混合回収
 として古紙ルートでの「雑がみ」に変更しました。

・ＲＰＦ等の固形燃料に再商品化する「複合紙製
 容器包装」のみ引き続き容リルートでの回収を

 継続していますが、容リルートでの全国回収量は、
 ２.０万トンから１.４万トンに減少しました。



複合紙製容器包装のリサイクル推進について

・２０２３年度の市区への回収量アンケート調査実施
 に当たり、アンケート内容を討議して新たな質問を

 追加した。
◦複合紙製容器包装の回収状況
◦将来的な回収予定、回収区分

◦現在の課題等

・本年度「複合紙製容器包装リサイクル推進ＷＧ」を
 立ち上げるに当り、回答内容を分析し活用します。

➢複合紙製容器包装の回収率向上



複合紙製容器包装の排出量



ＣＬＯＭＡ（ｸﾘｰﾝ･ｵｰｼｬﾝ･ﾏﾃﾘｱﾙ･ｱﾗｲｱﾝｽ）

・２０２３年度のＣＬＯＭＡ総会にて、紙に直接係わる

 部分である、Key action 5 の「紙・セルロース素材
 の開発・利用」とKey action 4 の「生分解性プラス

 チックの開発・利用」が統合され、 Key action 4&5
 の「代替素材の開発・利用（紙・バイオプラ等）」とな
 りました。

・法規制・基準分科会では識別マークの区分の在り

 方について、再資源化分科会で複合素材のリサイ

 クル推進についての討議を行いました。



容リ法改正対策委員会
２０２３年度活動報告
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